
□進捗評価シート（様式１）

①組織体制（様式１－１）
1 杵築市歴史的風致維持向上計画の組織体制 ・・・・・・・・ 1

　
②重点区域における良好な景観を形成する施策（様式１－２）
1 都市計画との連携 ・・・・・・・・ 2
2 杵築市農業振興地域整備計画との連携 ・・・・・・・・ 3
3 杵築市景観計画との連携 ・・・・・・・・ 4
4 杵築市北台南台伝統的建造物群保存地区保存計画 ・・・・・・・・ 5
との連携
5 大分県屋外広告物条例との連携 ・・・・・・・・ 6

③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項（様式１－３）
1 重要伝統的建造物群保存地区保存整備事業 ・・・・・・・・ 7
2 歴史的風致形成建造物の保存対策事業 ・・・・・・・・ 8
3 歴史的建造物腐朽等対策事業 ・・・・・・・・ 9
4 歴史的建造物保存対策調査事業 ・・・・・・・・ 10
5 史跡杵築城跡保存活用計画策定事業 ・・・・・・・・ 11
6 重要伝統的建造物群保存地区の修景事業 ・・・・・・・・ 12
7 地区計画修景支援事業 ・・・・・・・・ 13
8 空家活用支援事業 ・・・・・・・・ 14
9 伝統文化記録調査事業 ・・・・・・・・ 15
10 文化財保存活用地域計画作成事業 ・・・・・・・・ 16
11 文化財案内板等整備事業 ・・・・・・・・ 17
12 歴史資料収蔵庫整備事業 ・・・・・・・・ 18

④文化財の保存又は活用に関する事項（様式１－４）
1 文化財の保存又は活用に関する事項 ・・・・・・・・ 19
2 文化財の修理（整備）に関する事項 ・・・・・・・・ 20
3 文化財の保存・活用を行うための施設に関する事項 ・・・・・・・・ 21
4 文化財の周辺環境の保全に関する事項 ・・・・・・・・ 22
5 文化財の防災に関する事項 ・・・・・・・・ 23
6 文化財の保存及び活用の普及・啓発に関する事項 ・・・・・・・・ 24
7 埋蔵文化財の取扱いに関する事項 ・・・・・・・・ 25
8 教育委員会等の体制に関する事項 ・・・・・・・・ 26
9 各種団体の体制整備に関する事項 ・・・・・・・・ 27

⑤効果・影響等に関する報道（様式１－５）
1 杵築市の歴史まちづくりに関する報道 ・・・・・・・・ 28

⑥その他（効果等）（様式１－６）
1 重点地区内の歴史的まちなみ景観への全国的 ・・・・・・・・ 29
注目と活用について

□法定協議会等におけるコメントシート（様式２） ・・・・・・・・ 30

令和６年度進行管理・評価シート

杵築市歴史的風致維持向上計画（令和３年３月２３日認定）



進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸①-1
組織体制

項目

杵築市歴史的風致維持向上計画の組織体制

　 本計画の実施体制は、企画財政課及び文化・スポーツ振興課を事務局とし、関係各課との連絡調整により、
担当者会議を行う庁内推進体制とする。
　 歴史まちづくり法第11条の規定に基づく杵築市歴史的風致維持向上協議会から計画書への提案、意見を受
け、事業を推進していく。
　 また、文化財の所有者や文化財保護、まちづくり団体、住民等との連絡調整を行うほか、国及び大分県と協
議し、助言を受ける。必要に応じて、都市計画審議会や文化財調査委員会へも報告を行い、意見を求めつつ、
事業を推進していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【歴史的風致維持向上計画の策定体制】

　事務局の企画財政課（都市計画担当）と文化・スポーツ振興課（文化財担当）が連携して事業を推進している。
　令和６年５月１５日、第１回杵築市歴史的風致維持向上協議会を開催し、令和５年度事業についての進捗評価を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　 各種事業を円滑に推進していくため、各種補助事業の積極的な活用、周辺住民の合
意形成を図っていく必要がある。
　 歴史まちづくりに関する情報を発信し、市民の意識向上を図る必要がある。

状況を示す写真や資料等

杵築市－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

【都市計画区域及び用途地域と重点区域の関係】

   用途地域や城下町地区地区計画、景観計画に基づき、建築物や工作物等における用途や行為に関して、適正な制限
および土地利用等を図り、良好な景観形成に努めた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　 伝建地区及び城下町地区地区計画区域での建築行為等は届出を提出することとし
ており、修景基準に適合しているかの審査を行った。今後も運用を続け、良好な景観形
成を図る。

状況を示す写真や資料等

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

都市計画との連携

   城下重点区域は都市計画区域内にあり、第１種中高層住居専用地域、第１種住居地域、準住居地域、近隣
商業地域、商業地域が含まれる。また、城下町には伝建地区が位置し、その周囲に杵築市城下町地区地区計
画区域を定め、きめ細やかな誘導を図っている。
   本計画の推進にあたっても上記をふまえ、都市計画行政との連携を図りながら良好な景観の形成に取組ん
でいく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

【農業振興地域整備計画と重点地区との関係】

　 農地の保全と無秩序な市街化を予防するため、農振農用地区域内で家屋の建設、商業施設の建設等の農用地以外の
用途に供することを目的とする計画がある場合、まずは農業振興地域外もしくは農業振興地域の農用地以外への誘導を
検討して、やむを得ず農用地区域を含む場合は杵築市農業振興地域整備計画（農用地区域）の除外申請を提出してもら
い、農地法第１３条２項に照らし合わせて農用地区域からの除外の可否を行った。

重点区域内での除外・・・令和２年度：３件、令和３年度：３件、令和４年度：４件、令和５年度：２件、令和６年度：１件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸②-2
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

杵築市農業振興地域整備計画との連携

　 城下重点区域の一部は農業振興地域内であることから、本計画の推進にあたっても杵築市農業振興地域
整備計画との整合を図り、秩序ある農村環境の保全に取組んでいく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

　【景観計画のゾーン区分】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【景観計画と重点区域の関係】

【届出が必要な行為と対象規模】

　 建築物や工作物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更、開
発行為などのうち、良好な景観形成に影響を及ぼすおそれのある行為に関しては、景観法第１６条に基づく届出制度によ
り、景観誘導を図っている。
【令和３年度】届出：５３件、通知：３件（うち、重点区域内　届出：４件）
【令和４年度】届出：５４件、通知：２件（うち、重点区域内　届出：１件）
【令和５年度】届出：４７件、通知：２件（うち、重点区域内　届出：４件）
【令和６年度】届出：３１件、通知：０件（うち、重点区域内　届出：０件）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　 平成２５年（２０１２年）３月に杵築市景観計画を策定した。良好な景観の形成を実施
するために建築物などの新築・改築・増築や屋外広告物など、景観が変わる行為を行う
際、届出が必要であり、景観計画の基準に適合するよう指導が必要である。

状況を示す写真や資料等

評価軸②-3
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

杵築市景観計画との連携

　 杵築市は、豊かな自然と文化を守るため市内全域が景観計画区域に指定されている。景観法に基づく届出
が必要な行為及び基準が定められ、一定規模以上の建築物・工作物等の開発に対し良好な景観を形成するよ
う規制している。
　 城下重点区域は「まちのゾーン」及び「里のゾーン」となっており、各ゾーンに応じた良好な景観の形成に取
組んでいく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

　 令和６年度は、北台家老丁の一画を成し、景観上重要である旧興津家の主屋（建１１）、離れ（建１２）、土蔵（建１３）、長
屋門（建１４）、土塀（工１３ー１）、石垣（工１３ー２）などの土地建物を伝統的建造物群基盤強化事業（買上げ）を用いて買
上を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　令和７年度は、特定物件の修理工事２件、公開活用に向けた建造物調査１件を予定
している。

状況を示す写真や資料等

評価軸②-4
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

杵築市北台南台伝統的建造物群保存地区保存計画との連携

　 城下重点区域の中心となる構成要素である杵築市北台南台伝統的建造物群保存地区は、現在に至るまで
継承されてきた保存地区の「屋敷地割と町並み」、それらを彩る「天神祭りなどの文化遺産」、また構成する物
件などによって形成される「歴史的風致」を守り伝えるため、行政が地域住民と協力しながら保存・整備を進め
るとともに、地域全体の活性化と生活環境の向上、及び杵築市の文化的価値向上に資すること目的として取り
組んでいく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【杵築市北台南台伝統的建造物群保存地区の範囲】

杵築市－5



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

【屋外広告物条例と重点区域の関係】

　「大分県県屋外広告物条例」に基づき、屋外広告物の設置に対して許可申請を実施することで、適正な色彩、規模等へ
と規制・誘導を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　良好な景観の形成や公衆に対する危害の防止の観点から、今後とも「大分県屋外広
告物条例」に基づき適切な規制・誘導を行っていく。

状況を示す写真や資料等

評価軸②-5
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

大分県屋外広告物条例との連携

　 杵築市は良好な景観の形成や公衆に対する危害の防止の観点から屋外広告物法に基づき定められた「大
分県屋外広告物条例」にしたがって屋外広告物の規制を行っており、城下重点区域内は大半が許可地域であ
るが、一部に禁止路線及び禁止地域が含まれる。
　 杵築市歴史的風致維持向上計画の推進にあたっては、「大分県屋外広告物条例」による規制との整合を
図った屋外広告物の誘導を行うことで、良好な景観の形成に取組んでいく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

杵築市－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

北台南台地区の伝建地区において、歴史的な建造物である特定物件の保存修理を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　  令和６年度は、北台家老丁の一画を成し、景観上重要である旧興津家の主屋（建１１）、離れ（建１２）、土蔵（建１３）、長
屋門（建１４）、土塀（工１３ー１）、石垣（工１３ー２）などの土地建物を伝統的建造物群基盤強化事業（買上げ）を用いて買
上を行った。
　 毎年、修理工事を実施しており、継続的に修理を行うことで杵築市北台南台（武家町）まちなみの景観向上につながって
いる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　 令和７年度は、特定物件の修理工事２件、公開活用に向けた建造物調査１件を予定
しており、杵築市北台南台（武家町）のまちなみを維持向上することができている。引き
続き事業を進めていく。

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

重要伝統的建造物群保存地区保存整備事業

平成３０年度～令和１２年度

伝統的建造物群基盤強化事業費補助金、大分県文化財保存事業費補助金

【令和６年度伝建基盤強化事業（買上げ）】

令和６年度買上
主屋（建１１）、離れ（建１
２）、土蔵（建１３）、長屋
門（建１４）、土塀（工１

【令和６年度 修理箇所位置図】

旧興津家主屋 旧興津家離れ 旧興津家長屋門・土塀・石垣

杵築市－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

伝建地区を除く重点区域全域において、歴史的風致形成建造物に指定した建造物の保存修理を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

   歴史的風致形成建造物の候補となっている杵築城について、耐震診断と補強計画の作成を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

 引き続き、風致形成建造物の認定及び保存対策に向けて調査を進めるとともに、杵築
城については活用方法の検討を協議し、耐震補強を実施する。

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的風致形成建造物の保存対策事業

令和４年度～令和１２年度

市単独

【歴史的風致形成建造物の候補】

杵築市－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-3
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的建造物腐朽等対策事業

令和４年度～令和１２年度

市単独

状況を示す写真や資料等

北台南台にある旧大原家住宅や旧田嶋家住宅といった歴史的な建造物の蟻害や雨漏り等の対策を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　 令和６年度は、旧田嶋家住宅の保存活用方針を示す旧田嶋家保存活用計画の令和７年度末の完成をめざして、学識
経験者による現地視察及び指導を受けた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

   災害対策も含め引き続き、腐朽等対策に必要な各専門業者に意見を求め、歴史的建
造物の修繕スケジュールを作成する。

【旧田嶋家現地確認調査の様子】

【旧田嶋家保存活用計画の内容検討の様子】
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

歴史的風致形成建造物の候補や、指定文化財の候補、登録文化財の候補となる建造物の実測調査等を行
う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

   令和６年度は、大分県建築士会と結んだ包括的連携協定の中で、北台南台重要伝統的建造物群保存地区内の歴史的
建造物の調査を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

 次年度も必要な物件に関して記録調査を行っていく。

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的建造物保存対策調査事業

令和４年度～令和１２年度

市単独

【歴史的建造物調査の様子】
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

　

　 令和２年（２０２０年）３月に国指定の史跡になった杵築城跡の適切な保存及び効果的な活用を行うための保
存活用計画を策定する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

   令和４年６月に史跡杵築城保存活用計画策定委員会を発足し、これまで１章から４章までの内容作成等を実施してき
た。令和５年度は、３月２８日に第３回史跡保存活用計画策定委員会を開催し、１章～４章までの修正内容の確認、５章～
１２章まで内容について審議した。当初、令和４年からの２年間での計画策定を予定していたが、計画内容をより充実した
ものとするため検討を重ね、令和７年３月に完成した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

 　完成した計画書をもとに令和７年度に国への申請を行い、認定を目指す。

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

史跡杵築城跡保存活用計画策定事業

令和４年度～令和１２年度

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金

【第５回 杵築城跡保存活用計画策定委員会の様子】

【史跡杵築城跡保存活用地域計画とその計画範囲図】
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

北台南台地区の伝建地区において、歴史的な建造物を取り巻く建築物等の修景による整備を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和６年度は、買上事業のみで修景事業の実施はなかった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　 令和７年度も修景要望はないが、より歴史的風致にそった修理基準での事業が予定
されており、杵築市北台南台（武家町）のまちなみを維持向上することができている。引
き続き事業を進めていく。

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

重要伝統的建造物群保存地区の修景事業

平成３０年度～令和１２年度

伝統的建造物群基盤強化事業費補助金、大分県文化財保存事業費補助金

【令和６年度 修理箇所位置図】 ※令和６年度は修景事業はなし。

【令和６年度伝建基盤強化事業（買上げ）】

旧興津家主屋 旧興津家離れ 旧興津家長屋門・土塀・石垣

令和６年度買上
主屋（建１１）、離れ（建１２）、土
蔵（建１３）、長屋門（建１４）、土
塀（工１３ー１）、石垣（工１３ー
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　 杵築市城下町地区地区計画区域に建築される建築物等の外観に関し、建築基準法に基づき、建築物の構
造等の制限その他必要な措置を定めるとともに、杵築城下町にふさわしい景観を再生し、親しみと愛着の持て
るまち並みづくりの保全を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

 　杵築市城下町地区地区計画区域内にある建築物等の外観について、城下町の歴史的街並みと調和するように修景工
事等を行った事業者に対して補助金の交付を実施した。
　令和６年度は、住宅の改築１件、塀の新設１件の計２件に対して、合計1,500,000円の補助を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

 今後も計画に沿った事業推進を図る必要がある。

評価軸③-7
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

地区計画修景支援事業

平成２１年度～令和７年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

状況を示す写真や資料等

【杵築市城下町地区地区計画整備区域の位置】　　　　　　　　　　　　　　　　　【施工前】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【施工後】

　　　【補助金交付基準】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【補助実績】

補助率 補助限度額

2/3以内 100万円

2/3以内 50万円

2/3以内 30万円

住 宅 及 び 店 舗

補助対象物件

塀、車庫、付属構 造物
物 及 び 設 備 機 器 等

屋 外 広 告 物

外観に係わる部分で、城下町の
歴史的街並みと調和するように行
う新築、増築及び改修による復元
や保存に要する経費。

外観を城下町の歴史的街並みと
調和するように行う新設、新築、
増設、増築及び改修による復元や
保存に要する経費。

城下町の歴史的街並みと調和す
るように行う新築及び改修による
復元や保存に要する経費。

補助対象経費 年　度 件　数
平 成 27 年度 5
平 成 28 年度 5
平 成 29 年度 6
平 成 30 年度 4
令 和 元 年 度 2
令 和 2 年 度 -
令 和 3 年 度 2
令 和 4 年 度 2
令 和 5 年 度 2
令 和 6 年 度 2 1,500,000

2,000,000
1,229,000
2,500,000

補助額
2,973,000
3,232,000
2,213,000
2,707,000
2,211,000
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

　 地方への移住意識が高まっているが、すぐ住めるような状態の良い物件は少ない状
況である。住民自治協議会に協力を求め、空き家物件の掘り起こしを推進する。

評価軸③-8
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

空家活用支援事業

平成２９年度～令和１２年度

市単独

　《 空家バンク登録物件 》

　　　　　　　　　　　空家バンク登録物件①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空家バンク登録物件②

　 本市への移住を希望する者が、住居として空家を購入、若しくは賃貸し、入居に必要な改修等をした場合又
は空家を所有する者が移住希望者への住居の提供を目的に入居に必要な改修等をした場合における空家改
修費等補助金を交付する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　空き家改修費等補助金実績（市外から転入者の利用実績）
　　　　平成30年度：15世帯33人、令和元年度：18世帯36人、令和2年度：12世帯22人、令和3年度：9世帯15人
　　　　令和4年度：22世帯32人、令和5年度：11世帯17人、令和6年度：14世帯29人

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　　　　【空家バンクの登録状況】

総数 県外移住 県内移住 市内転居

～平成26年 44件 不明 　32件(  -人) 不明 　⇒　13件

平成27年 13件 27件 　 6件( 13人) 4件( 13人) 1件(  2人) 1件(  2人) 9件 　⇒　25件

平成28年 25件 51件 18件( 43人) 10件( 28人) 8件( 15人) 0件(  0人) 12件 　⇒　46件

平成29年 46件 41件 23件( 56人) 15件( 37人) 7件( 17件) 1件(  2人) 9件 　⇒　55件

平成30年 55件 51件 26件( 53人) 5件(  9人) 15件( 33人) 6件( 11人) 14件 　⇒　66件

令和元年 66件 44件 34件( 83人) 16件( 35人) 10件( 24人) 8件( 24人) 8件 　⇒　68件

令和2年 68件 55件 36件( 72人) 12件( 26人) 7件( 15人) 17件( 31人) 14件 　⇒　73件

令和3年 73件 45件 27件( 61人) 7件( 13人) 12件( 26人) 8件( 22人) 16件 　⇒　75件

令和4年 75件 39件 45件( 91人) 22件( 36人) 14件( 33人) 9件( 22人) 12件 　⇒　57件

令和5年 57件 63件 36件( 74人) 12件( 22人) 13件( 24人) 11件( 28人) 5件 　⇒　77件

令和6年 77件 67件 46件(93人) 17件(37人) 21件(29人) 8件(27人) 3件 　⇒　95件

483件 329件(639人) 120件(252人) 108件(218人) 69件(169人) 102件

年度末の件数
（登録数+新規-契約、取

消）

※最終更新日：令和７年３月３１日時点

空き家
登録数

（期　首）

新規
登録

成約件数（人数）

計

取消
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

　 地域で受け継がれている祭事等（指定文化財又は未指定文化財）について、必要に応じて学識経験者等の
指導・助言を得ながら記録調査を行い、報告書等を作成する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

   令和６年度は、市町村の課題解決事業を利用して、別府大学民俗学研究室と一緒に大田の小野地区と杵築の熊野地
域の民俗調査を実施した。研究室が主体となり、熊野地域の調査成果を報告書にまとめ、２月２日に原南構造改善セン
ターにて「熊野地域の民俗について」と題し、地元への調査報告会を実施した。小野地区については、次年度の調査内容
とあわせてまとめる予定。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　 令和７年度は、官学連携事業を継続し、別府大学民俗学研究室とともに大田地域の
田原地区や沓掛地区の民俗調査を行う予定である。

評価軸③-9
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

伝統文化記録調査事業

令和４年度～令和１２年度

市単独

【令和６年度 別府大学民俗学研究室との官学連携事業】

学生から教育長への調査報告書贈呈式の様子 『杵築市熊野地域民俗調査報告書』

原南地区での聞き取り調査での様子２月２日の地元への調査報告会の様子
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